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㸯Ｊ㸮㸲 
消費と⤒῭ᡂ㛗の構造ኚ化㸸࣏スト大㔞消費社会の඙ೃ 

 
 

田ెஓ஀㸦-67⚟ۑ 研究㛤発ᡓ␎センター）、Ώ辺༓௫㸦ᮾிᡂ徳大学㸭ࢩン࣏࢞ールᅜ❧大学） 
 

 
 
�� ⫼ 景 

2008 年 9 ᭶のリー࣐ン・ࣈラザーࢬ◚⥢ᚋ、ᅜ㝿

社会は㛗ᘬく金⼥༴機に見⯙ࢃれている。2009 年に

はᅜ内⥲生⏘と消費ᨭ出がともにୡ⏺的に大きく⦰

ᑠした。⡿ᅜやḢᕞをはじめとするඛ㐍ᅜでの㟂要

およࡧᡂ㛗のⴠࡕ㎸ࡳが、ඛ㐍ᅜから新⯆ᅜ࡬㈠᫆

を通じてἼཬしたことが、ୡ⏺୙ἣに発展する主要

因となった。 
しかし、そのᚋの⤒῭のᅇ᚟状ἣにはඛ㐍ᅜと新

⯆ᅜとの間に相㐪が認められる。ඛ㐍ᅜでは௒なお、

高いኻ業⋡、ᐙ計཰ᨭのᝏ化が続き、Ḣᕞではギリ

ャの㈈務ၥ題に➃を発するമ務༴機のᣑ大が、一ࢩ

ᒙの⤒῭の低㏞をᣍいている。新⯆ᅜはேཱྀのᛴ㏿

な増ຍと中間ᒙのᣑ大によってሀ調な消費を⥔持し

ているが、ୡ⏺的な⤒῭೵⁫の影響はᅇ㑊できない。 
このように༡໭をၥࢃず㛗ᘬくୡ⏺୙ἣはྛᅜの

消費者の行動と心理に影響を与えている。᫖௒、ୡ

⏺の消費者はࢩンプル志向、⤒῭性志向をᙉめてお

り、それと同時に㉁の高い生活Ỉ‽の⥔持も望ࢇで

いる。このഴ向はᅜ㝿的に新しい消費トレンドとし

て㢧ⴭとなっており、࣏スト大㔞消費社会࡬のパラ

 。トを♧၀しているࣇࢩイ࣒ࢲ
௨上のパラࢲイ࣒ࣇࢩトの඙ೃを᳨ドすることを

≺いに、主要 �1 カᅜを対象としてᐇド分析を行い、

ୡ⏺金⼥༴機๓ᚋにおける消費と⤒῭ᡂ㛗の関ಀの

ኚ化を明らかにした。 

�� 分析ࣇレー࣒ワーク 

���� ᐇド分析 

�� 㝈⏺消費性向と⤒῭ᡂ㛗との関ಀ 
1 ேᙜたり消費 < にᡤ得がỴ定的な影響をཬࡰす

状ἣを๓ᥦに、< は␿学関ᩘを用いてᘧ�1�のように

⾲すことができる。 
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ここで ; は 1 ேᙜたり *'3 Ỉ‽㸦対ᩘ್）、< は

ᬑཬኳ井、Į はᬑཬ㏿ᗘである。 
ᘧ�1�はᘧ�2�のように展㛤でき、さらにᘧ�3�がᑟか

れる。 
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と⾲すことができる。 
 ᘧ�3�はᅗ � に♧される二ᴟ化㌶㐨を描く。[ は ;
の増ຍにకって減少し、\ は�< ∕ �; の増ຍすなࡕࢃ

03c の増ຍにకって減少するとともに、\ は [   1 の

時に最ᑠとなる。[ ! 1 を‶たす㌶㐨 $ 上では、�c ∕ �Y 
! 0 がᡂ❧し、[ �;� の増ຍにకい \ �03c�が増ຍす

るዲᚠ環が生じる。一方、[ � 1 を‶たす㌶㐨 % 上で

は、�c ∕ �Y � 0 がᡂ❧し、[ �;� の減少にకい \ �03c�
が減少するᝏᚠ環が生じる。すなࡕࢃ、㌶㐨 $ は、

ᡤ得増大にᛂじ㝈⏺消費性向も₞増するᚑ来の㌶㐨

であるのに対し、㌶㐨 % は、ᡤ得増大は㏫に㝈⏺消

費性向を減少する࣏スト大㔞消費社会の඙ೃを⾲す。 
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�� 消費者のᮇᚅᡤ得と消費ᢚไ感 
消費者の消費をᨭ配する代⾲的な消費者心理要因

の 1 つにᮇᚅᡤ得がある。日本における 1980�2008
年の間のᮇᚅᡤ得ఙࡧ⋡の᥎⛣をᅗ � に♧す。ᐇ㝿

のᡤ得のఙ9 ⧵ 9¨⋠ࡧ がᮇᚅᡤ得のఙࡧ⋡¨= ∕ = よ

りᑠさい場合�¨9 ∕ 9 � ¨= ∕ =�、消費者はᐇ㝿のᡤ得

のఙࡧ⋡が௒ᚋᣑ大すると考え、消費をಁ㐍する。

཯対に¨9 ∕ 9 ! ¨= ∕ = の場合、消費者はᐇ㝿のᡤ得の

ఙࡧ⋡は௒ᚋ⦰ᑠすると考え、消費をᢚไする。す

なࡕࢃ、ᮇᚅᡤ得 = はᐇ㝿のᡤ得 9 と消費ᢚไ感 :
を用いて௨ୗのように⾲される。 

=   = �9, :�     ��� 

ここで���ᘧはึᮇ᮲件=0   = �90, :0�   1を‶たす

とする。1 ḟのテイラー展㛤によりᘧ���¶が得られる。 

:9= lQlQlQ λφθ −+=    ���¶ 

消費ᢚไ感は�5�ᘧが♧すパターンで⾲され、�5�¶
ᘧがᑟかれる。 

2

0
TWSWe:: +=    �5� 

2
0lQlQ TWSW:: ++=    �5�¶ 

日本では消費ᢚไ感最ᑠに㐩した 2008 年すなࢃ

ࡕ W   28 の時 に���ᘧがᡂ❧する。 

02lQ =+= TWS
dW

:d    ��� 

ᘧ���¶、 ᘧ�5�¶およࡧᘧ���よりᘧ�7�がᑟかれる。 

( )25�lQlQ WW9= −++≡ κφµ   �7� 

ここで、ȝ   ș ± ȜlQ:0 およࡧ ț   ȜT である。 

 
ᅗ �� ᪥ᮏࡢᮇᚅᡤᚓఙࡢ⋠ࡧ᥎⛣ ����������, ๓
ᖺẚ �� [KWWS���ZDYHoIVoXQG�DLU�QLIW\�FoP�Elog�2010�07� 
SoVW��E87�KWPl] 

���� データ構築 

ᐇド分析の対象は、2(&' ຍ┕ 3� カᅜのうࡕの

30 カᅜ、$6($1 ຍ┕ 10 カᅜのうࡕの 5 カᅜ、キプ

ロス、ྎ‴、%5,& の �1 カᅜとした。これらは消費

性向と *'3 の相関関ಀに基づき、新⯆ᅜ 8 カᅜ、ඛ

㐍㏵上ᅜ 8 カᅜ、ඛ㐍ᅜ 25 カᅜの 3 グループに分㢮

できる。ྎ‴のデータは行ᨻ㝔の 1DWLoQDl $FFoXQWV
㸦2012 年 5 ᭶公⾲）から、その他ྛᅜのデータは、

*'3、1 ேᙜたり *'3、ᐙ計最⤊消費ᨭ出、⥲資本

ᙧ ᡂ 、 ㍺ 出 ධ に つ い て は ୡ ⏺ 㖟 行 の :oUlG 
'HYHloSPHQW ,QGLFDWoUV 㸦2012 年 7 ᭶公⾲）から、そ

れぞれධ手した。いくつかのデータについては、,0) 
:oUlG (FoQoPLF 2XWlooN 'DWDEDVH㸦2012 年 � ᭶公⾲）、

:72 7oWDl 0HUFKDQGLVH 7UDGH 'DWDVHW㸦2012 年 7 ᭶公

⾲）、ᅜ㝿連合 1DWLoQDl $FFoXQWV (VWLPDWHV oI 0DLQ 
$ggUHgDWHV㸦2011 年 12 ᭶公⾲）を用いて⿵᏶した。

いずれも 1980年から 2011年までの 31年間のྡ目⡿

ドル⾲♧್をྲྀ得した。ேཱྀおよࡧ 1 ேᙜたり消費

ᨭ出はྲྀ得したデータから計⟬した。 

�� 結 果 

���� 㝈⏺消費性向と⤒῭ᡂ㛗との構造ኚ化 

⾲ � ௦⾲ � ࢝ᅜࢡࢵ࢕ࢸࢫࢪࣟࡢᡂ㛗㛵ᩘ 
����������� 
 <  Į ȕ adM� 5� 
日 本 3�90�Â10� 1�000 3�079Â10� 1�000 

 �7�301Â105� �3��15Â10��  
⡿ ᅜ 1�2�9Â105 1�128 1�778Â105 1�000 

 �278�80� �1285�35�  
ィンラࣇ

ンド 
��191Â10� 1�058 7�557Â10� 0�99� 

 �8��85� �399�72�  
ン࣏࢞ࢩ

ール 
3�887Â10� 1�017 ��2�9Â10� 0�999 

 �2�5��5� �1117��5�  
ドイ3�887 ࢶÂ10� 1�017 ��2�9Â10� 0�999 

 �2�5��5� �1117��5�  
ⱥ ᅜ 7�2�1Â10� 1�107 9�703Â10� 0�999 

 �155�92� �705�8��  

⾲ � ௦⾲ �� ࢝ᅜࡢᾘ㈝࡜ᡂ㛗ࡢዲᚠ⎔ࡧࡼ࠾ᝏᚠ

��� ᮇ㛫ࡢ⎔�������� 
㸦新⯆ᅜ） ዲᚠ環 ᝏᚠ環 
 ラジル 1980�2008 2009�2011ࣈ
中 ᅜ 1980�2008 2009�2011 
インド 1980�2010 1�$� 
ロࢩア 1980�200� 2007�2011 
㸦ඛ㐍㏵上ᅜ） ዲᚠ環 ᝏᚠ環 
㡑 ᅜ 1980�200� 2005�2011 
࣓キࢩコ 1980�200� 2005�2011 
ྎ ‴ 1980�2003 200��2011 
トルコ 1980�200� 2007�2011 
㸦ඛ㐍ᅜ） ዲᚠ環 ᝏᚠ環 
日 本 1980�9�, 9��2008 1995, 2009�2010 
⡿ ᅜ 1980�200� 2007�2011 
 ィンランド 1980�200� 2007�2011ࣇ
 ン࣏࢞ール 1980�200� 2007�2011ࢩ
ドイ2007�2011 �1980�200 ࢶ 
ⱥ ᅜ 1980�2003 200��2011 
カ200��2011 1980�2005 ࢲࢼ 
アイルランド 1980�2011 1�$� 
イタリア 1980�200� 2007�2011 
ルクセンࣈルグ 1980�2011 1�$� 
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ᘧ�2�に基づきᅇᖐ分析を行い、ྛᅜの二ᴟ化㌶㐨

をồめた。そのうࡕ代⾲�カᅜの結果を⾲�に♧す。

これらもྵめ �1 カᅜす࡭てにおいて⤫計的に᭷意

な結果が得られた。 
ྛᅜの二ᴟ化㌶㐨から、消費とᡂ㛗のዲᚠ環およ

ᝏᚠ環のᮇ間が明らかになった。�1ࡧ カᅜ中、イン

ド、アイルランド、ⱥᅜを㝖くす࡭てのᅜで、ୡ⏺

金⼥༴機ୗにおいてዲᚠ環からᝏᚠ環࡬の⛣行が認

められた。ᖹᆒして、ඛ㐍㏵上ᅜでは 200� 年、ඛ㐍 
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ᅗ �� ᪥ᮏࠊ⡿ᅜࡧࡼ࠾ⱥᅜࡢ *'3 ㄏⓎ 03c Ⓨᒎ

㌶㐨 ������������ 

ᅜでは 2007 年、新⯆ᅜでは 2008 年にそれぞれ⛣行

が生じた。新⯆ᅜ � カᅜ、ඛ㐍㏵上ᅜ � カᅜおよࡧ

ඛ㐍ᅜ 10 カᅜをྵࡴ代⾲ 18 カᅜの結果を⾲ � に♧

す。新⯆ᅜではロࢩアがᖹᆒより᪩く、大༙のඛ㐍

ᅜと同時ᮇにᝏᚠ環に⛣行した。ඛ㐍㏵上ᅜではྎ

‴が、ඛ㐍ᅜではⱥᅜが、それぞれ �1 カᅜ中で最も

᪩い 200� 年にᝏᚠ環に⛣行した。 
日本、⡿ᅜおよࡧⱥᅜの二ᴟ化㌶㐨をᅗ � に♧す。

日本は 2008年のリー࣐ン・ࣈラザーࢬ◚⥢ᚋの 2009
年にᝏᚠ環࡬⛣行した。1995 年にグ㘓的な෇高に見

れた時にもᝏᚠ環に㝗っている。⡿ᅜはࢃ⯙ 200�
年のࣈࢧプライ࣒住Ꮿローン༴機ຨ発ᚋの 2007 ෇

にᝏᚠ環࡬⛣行した。ⱥᅜはሀ調な⤒῭ᡂ㛗を続け

ていた最中、イラクᡓத参ᡓ⩣年の 200� 年にᝏᚠ環

行した。3⛣࡬ カᅜとも、1990 年代ᮎから 2000 年代

ึ㢌にかけて、ዲᚠ環をᛴ㏿に႙ኻしᝏᚠ環に⛣行

しているが、このഴ向は他のඛ㐍ᅜにおいてもඹ通

して認められた。日⡿୧ᅜは、㌶㐨 $ から⛣行ᚋ、

㌶㐨 % を上᪼し続けており、ᝏᚠ環をᙉめている。

一方、ⱥᅜは 2007 年に㌶㐨 % 上で最高఩⨨をグ㘓

したᚋ、いったࢇ㝆ୗし、2009 年から෌ᗘ上᪼し続

けている。このような᥎⛣は他のḢᕞඛ㐍ᅜでも認

められるが、ノルウ࢙ー、スウ࢙ーデン、スイス等

一部のᅜは、日⡿同様、2011 年に 2008 年よりも高

い఩⨨をグ㘓し、ᝏᚠ環をᙉめている。 

���� 日本におけるᮇᚅᡤ得と消費ᢚไ感のኚ化 

ᘧ�7�に基づいてᐇ᪋したᅇᖐ分析の結果を⾲ �に
♧す。3 つのᮇ間࣑ࢲーを用いて、⤫計的に᭷意な

結果が得られた。W   Wα  の時に 0lQ =
αW

: がᡂり❧つ場

合、この結果を用いて、ḟᘧからᘧ���¶およࡧᘧ�5�
のಀᩘ ș、S およࡧ T がそれぞれồめられる。 
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上グにより得られたྛಀᩘの್を⾲ � に♧す。こ

こで、Wα   28、lQ :0   0�9� である。 
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しているが、このഴ向は他のඛ㐍ᅜにおいてもඹ通

して認められた。日⡿୧ᅜは、㌶㐨 $ から⛣行ᚋ、

㌶㐨 % を上᪼し続けており、ᝏᚠ環をᙉめている。

一方、ⱥᅜは 2007 年に㌶㐨 % 上で最高఩⨨をグ㘓

したᚋ、いったࢇ㝆ୗし、2009 年から෌ᗘ上᪼し続

けている。このような᥎⛣は他のḢᕞඛ㐍ᅜでも認

められるが、ノルウ࢙ー、スウ࢙ーデン、スイス等

一部のᅜは、日⡿同様、2011 年に 2008 年よりも高

い఩⨨をグ㘓し、ᝏᚠ環をᙉめている。 
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WĮ   28, lQ:0   0�9� 

௨上の結果から、ᘧ�5�¶で⾲される日本における消

費ᢚไ感の᥎⛣をᅗ � に♧す。1980 年代から 2000
年代ึ㢌にかけて、消費ᢚไ感は⤒῭ᡂ㛗にకい⥅

続的に⦰ᑠし、2008 年に最低に㐩した。しかしその

ᚋ、消費ᢚไ感は⤒῭ᡂ㛗に関ࢃらずᣑ大に㌿じた。

このഴ向は௒ᚋも⥅続し、消費ᢚไ感は増ᙉを続け

ると᥎察され、᫖௒ὀ目されている「᎘消費ഴ向」

を⿬ᡴࡕするものと考えられる。 
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�� 考 察 

ୡ⏺金⼥༴機が㐍展する 200� 年から 2008 年にか

けて、ୡ⏺ྛᅜにおいて、⤒῭ᡂ㛗が㝈⏺消費性向

の増大をಁ㐍するዲᚠ環からᢚไするᝏᚠ環࡬と⛣

行した。この⛣行は、大㔞消費社会から࣏スト大㔞

消費社会࡬のパラࢲイ࣒ኚ化を♧၀している。 
ᐇ㝿、ୡ⏺ྛᅜの消費者が消費を㌋㌉するഴ向は

増ᙉしている。⡿ᅜでは、㛗ᘬく金⼥༴機によって

ᐙ計資⏘が⦰ᑠし、そのためಶே消費のᅇ᚟が㐜ᘏ

していることが報告されている。特にࢧーࣅス部門

においてその影響が㢧ⴭに見受けられ、保㝤や高⣭

ရの㉎㈙等を㌋㌉する消費者が増ຍしている。日本

においても、ୡ⏺金⼥༴機とともにᮾ日本大㟈⅏の

⏒大な影響を受け、消費者意識が大きくኚ化してい

る。特に、エネルギー⟶理対する意識およࡧᐙ᪘や

㌟㏆なே々との⤎に関する意識が向上している。῝

้な原子ຊ発㟁およࡧ㛗ᮇ化する㟁ຊ୙足の⤒験を

通じて、⠇㟁のための工夫、෌生可能エネルギー࡬

の関心の高まり等が見受けられる。また、ᐙ᪘ᅇᖐ、

ᙜたり๓の日ᖖに関する意識は、周ᅖとのຓけ合い、

ḟୡ代の未来に対する意識࡬発展しており、消費者

ಶேの意識のኚ化が社会全యにἼཬする状ἣがうか

がࢃれる。௒ᅇの消費者の行動およࡧ心理のኚ化は、

中ᮇ的にはライࣇスタイルのኚ化をㄏ発し、㛗ᮇ的

には社会ࢩステ࣒にも大きく影響すると考えられる。 
このような消費者の行動と心理のኚ化に対ᛂする

ためには、新機能の๰出がᛴ務である。新機能๰出

とは、⤒῭的価್の๰出と同時に社会的、文化的、

៿᠄的、感情的要ồの充足を㐩ᡂするものである。

௻業活動においては、短ᮇ的な㈈務業⦼の最㐺化を

㏣ồするだけでなく、より῝㐲なே㢮の要ồの充足

とよりᗈ範な⚟฼のᐇ現を通じた㛗ᮇ的なᡂຌの㐩

ᡂを目指すことがồめられる。 
新機能は௻業と消費者とのඹ㬆によって๰出され

る。イノ࣋ーࣙࢩンのᡂຌの⛎ジは、௻業がඃれた

〇ရおよࢧࡧーࣅスを消費者にいかにᥦ౪するかで

はなく、消費者がいかに評価するかにある。情報通

ಙᢏ⾡の目ぬましい発展により、ୡ⏺ྛᅜの消費者

は自㌟の⤒験をᖖ時、相஫にඹ᭷できる。イノ࣋ー

ステ࣒における消費者の役๭は、Ꮩ❧かࢩ・ンࣙࢩ

ら᥋続࡬、↓知から༤識࡬、受動的から活動的࡬と

ኚ化している。〇ရおよࢧࡧーࣅスの価್の定⩏௜

けと๰出の過⛬に、消費者は῝く関与するようにな

っており、新機能๰出においても消費者の関与は୙

可Ḟであり、௻業はその方策を᥈⣴す࡭きである。 

�� 結 論 

2000 年代ᚋ༙のୡ⏺金⼥༴機の中、⤒῭ᡂ㛗は消

費増大のᣑ大からᢚไ࡬と㌿じ、ୡ⏺的な࣏スト大

㔞消費社会࡬のパラࢲイ࣒ኚ化が♧၀される。 
消費者の行動と心理はୡ⏺中で認められ、୙安定

な⤒῭環境のୗ、消費を᥍え、〇ရおよࢧࡧーࣅス

の価᱁、価್、ရ㉁、ಙ㢗性にᩄ感な消費者が増ຍ

している。このような消費者意識のኚ化は㛗ᮇ的に

⥅続すると考えられる。࣏スト大㔞消費社会におけ

るイノ࣋ーࣙࢩンは、⤒῭的価್を㉸えた新機能๰

出を目的として、消費者のᗈ範な要ồの充足と௻業

活動の㛗ᮇ的ᡂຌを同時に㐩ᡂしなけれࡤならない。 
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